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▲未来を担う子どもたち（小学生の環境学習）

木
き

村
むら

  晴
はる

恵
え

問　

子
ど
も
基
本
法
で
は
、

子
ど
も
の
生
命
、
生
存
、
発

達
の
権
利
、
最
善
の
利
益
、

意
見
の
尊
重
、
差
別
の
禁
止

な
ど
が
理
念
に
あ
る
。
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
、
不
登
校
問
題

な
ど
は
、
担
当
部
署
ご
と
に

対
応
し
て
い
た
の
で
は
解
決

で
き
な
い
。
子
ど
も
自
身
の

状
況
は
、
子
ど
も
本
人
に
話

を
聴
く
こ
と
で
わ
か
る
事
が

出
て
く
る
。
子
ど
も
の
権
利

と
し
て
、
子
ど
も
の
権
利
条

例
の
制
定
が
必
要
だ
。

答　
令
和
５
年
か
ら
２
年
か

け
て
、
第
三
期
播
磨
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

を
策
定
す
る
。
そ
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
の
意
見
も
聞
け

一
般

質

問

公明党子どもの権利条例が必要だ
令和７年度に制定する町　長

ここを　  うここを　  う問問町政

▲組織機構改革後の窓口

▲近隣市町の花火大会▲防波堤を越えて打ち寄せる高波（新島）

松
まつ

下
した

  嘉
よし

城
き

香
こう

田
だ

  永
なが

明
あき

神
かん

吉
き

  史
ふみ

久
ひさ

問　
花
火
大
会
を
開
催
す
る

場
合
、
近
隣
市
町
の
よ
う
に

民
間
主
導
で
実
施
す
る
の
が

最
良
だ
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答　

民
間
主
導
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
は
、
大
変
有
益
で
あ
る
と

考
え
る
。

問　
民
間
主
導
で
開
催
す
る

場
合
、
行
政
は
ど
の
よ
う
な

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
の
か
。

答　

町
内
に
お
け
る
公
有
地

で
の
花
火
打
上
げ
に
お
い
て

は
、関
係
機
関
や
官
庁
協
議
、

届
出
な
ど
に
お
け
る
各
種
申

請
で
の
協
賛
・
後
援
な
ど
も

行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

町
内
に
お
け
る
産
業
の
振
興

や
活
性
化
、
住
民
の
憩
い
の

問　
台
風
14
号
接
近
時
の
避

難
指
示
は
、
近
隣
よ
り
早
く

一
段
高
い
警
戒
レ
ベ
ル
だ
が

判
断
の
経
緯
は
。

答　
播
磨
町
地
域
防
災
計
画

に
従
い
、
高
潮
警
報
や
播
磨

灘
の
潮
位
が
過
去
最
高
位
と

な
る
可
能
性
な
ど
を
基
に
、

避
難
指
示
を
発
令
し
た
。

問　
防
災
行
政
無
線
の
放
送

を
活
用
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

答　
暴
風
な
ど
で
放
送
内
容

の
聞
き
取
り
が
困
難
と
な
る

可
能
性
が
高
く
、
防
災
行
政

無
線
は
活
用
し
な
か
っ
た
。

問　
聞
き
取
り
が
困
難
だ
と

し
て
も
放
送
す
る
べ
き
で
は
。

答　

情
報
の
伝
達
手
段
は
、

防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
な
ど
も

一
般

質

問

無所属

無所属新政会

部長級を２人増員した理由は

播磨町花火大会の開催を暴風時の防災放送は

喫緊の課題への対応のため

地域主体で実施できる防災ラジオも検討したい

町　長

町　長町　長

場
の
創
出
を
目
的
に
実
施
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
町
と
し
て

協
力
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

「
播
磨
町
ま
ち
づ
く
り
パ
ー

ト
ナ
ー
事
業
」
を
活
用
し
て

地
域
主
体
の
花
火
大
会
が
実

施
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て

い
る
。

地
域
部
活
動
推
進
事
業
は

地
域
全
体
で

見
守
っ
て
い
く

町
長

問　
部
活
動
の
地
域
移
行
に

あ
た
り
指
導
者
不
足
が
課
題

と
な
る
が
、
現
在
の
体
制
で

問
題
な
く
実
施
で
き
る
の
か
。

答　

指
導
者
の
確
保
や
育
成
、

体
制
整
備
が
大
き
な
課
題
と

考
え
て
い
る
。
対
応
策
と
し

て
、
教
職
員
の
諸
制
度
を
効

果
的
に
活
用
し
、
熱
意
や
指

導
力
の
あ
る
部
活
動
教
職
員

が
地
域
の
指
導
者
と
し
て
参

画
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
る
。
加
え
て
、
運
営
母

体
と
な
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
は
り
ま
」

の
人
的
・
財
的
・
運
営
の
再

整
備
を
進
め
て
い
く
。

含
め
研
究
を
進
め
た
い
。

問　

避
難
所
へ
の
避
難
に
、

寝
具
や
食
料
を
各
自
で
準
備

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。

し
か
し
、
避
難
指
示
に
よ
る

避
難
で
は
災
害
備
蓄
の
活
用

や
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
避
難

呼
び
か
け
を
す
べ
き
で
は
。

答　
避
難
生
活
が
長
期
に
な

る
場
合
は
、
備
蓄
物
資
を
活

用
す
べ
き
だ
が
、
今
回
は
一

時
的
な
避
難
と
判
断
し
た
。

問　

自
主
避
難
で
あ
れ
ば
、

そ
の
考
え
も
理
解
で
き
る
が
、

避
難
指
示
に
よ
る
避
難
で
は

最
小
限
の
携
行
品
で
の
避
難

を
考
え
る
べ
き
で
は
。

答　
災
害
備
蓄
に
は
毛
布
な

ど
も
あ
る
の
で
、
必
要
に
応

じ
て
活
用
を
検
討
し
た
い
。

問　
避
難
指
示
に
よ
る
避
難

に
は
避
難
所
以
外
の
選
択
肢

も
あ
る
が
、
避
難
所
に
避
難

し
た
方
は
少
数
で
あ
っ
た
。

ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

答　
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
方
法

の
判
断
の
結
果
と
考
え
る
。

今
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
難
し

か
っ
た
訓
練
な
ど
も
進
め
て
、

命
を
守
る
行
動
を
啓
発
す
る
。

リ
ー
化
の
現
状
は
。

答　

国
の
方
針
を
踏
ま
え
、

大
規
模
改
修
に
合
わ
せ
て
多

目
的
ト
イ
レ
や
ス
ロ
ー
プ
の

設
置
な
ど
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
時
の
対
応
は

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成

山
口
部
長

問　

運
動
部
活
動
の
地
域
移

行
に
つ
い
て
、
部
活
動
中
の

事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
に
適
切
に

対
応
で
き
る
の
か
。

答　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
な

ど
未
然
防
止
に
努
め
る
。

助
成
制
度
の
拡
充
は

補
助
金
は

今
年
度
で
廃
止

藤
原
部
長

問　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設

の
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
空

き
家
の
利
活
用
と
、
障
が
い

者
の
自
立
の
支
援
が
で
き
る

た
め
制
度
の
拡
充
を
。

答　

町
内
の
定
員
枠
が
整
備

さ
れ
、
補
助
金
の
役
割
は
果

た
し
た
と
考
え
廃
止
す
る
。

今
後
新
た
に
必
要
な
分
野
の

補
助
金
を
創
設
し
た
い
。

る
よ
う
な
仕
組
み
を
取
り
入

れ
、
子
ど
も
た
ち
と
の
話
し

合
い
を
重
ね
て
い
く
中
で
作

り
上
げ
て
い
く
過
程
を
大
事

に
し
て
、令
和
７
年
度
に「
播

磨
町
子
ど
も
の
権
利
条
例
」

を
制
定
す
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
三
角
巾
常
備
を

早
急
に

常
備
す
る

町
長

問　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
公
共
施
設
等

や
、
町
内
の
コ
ン
ビ
ニ
全
店

に
設
置
し
て
あ
る
の
は
、
い

ざ
と
い
う
時
の
備
え
と
し
て

町
の
安
全
・
安
心
へ
の
一
助

と
な
っ
て
い
る
。
倒
れ
た
人

が
女
性
の
場
合
、
救
護
処
置

時
に
肌
が
見
え
な
い
よ
う
配

慮
し
、
胸
部
を
覆
う
た
め
の

三
角
巾
の
常
備
が
必
要
で
は
。

答　

傷
病
者
が
女
性
の
場
合

は
、
で
き
る
だ
け
人
目
に
さ

ら
さ
れ
な
い
よ
う
な
配
慮
が

望
ま
れ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
を
含

む
、
町
保
有
分
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
に

三
角
巾
を
常
備
す
る
。

▼
そ
の
他
の
質
問

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成
を

本
町
の
危
機
管
理
は

問　
組
織
機
構
改
革
に
つ
い

て
、
当
初
は
部
長
級
８
人
と

の
説
明
で
あ
っ
た
が
、
10
人

を
配
置
し
た
理
由
は
。

答　

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
や
、
公
約
の
実

現
に
機
動
力
を
持
っ
て
取
り

組
む
た
め
、
新
た
に
担
当
部

長
を
配
置
し
た
。

問　
今
後
の
職
員
数
の
見
込

み
は
。

答　

効
率
的
で
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
、

適
正
な
定
員
管
理
に
努
め
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
進
捗
は

国
の
指
針
を

踏
ま
え
実
施

山
口
部
長

問　

学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ


